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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 26,184 12.9 927 16.1 1,010 66.1 653 54.0 

29年３月期第１四半期 23,198 △3.8 798 △4.8 608 △23.0 424 △6.9 
 
（注）包括利益 30年３月期第１四半期 2,108 百万円 （－％）   29年３月期第１四半期 △457 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 14.26 － 

29年３月期第１四半期 9.09 － 

※平成28年10月１日を効力発生日として当社普通株式２株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 122,870 62,920 50.6 

29年３月期 119,670 61,363 50.7 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 62,190 百万円   29年３月期 60,634 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 6.00 － 12.00 － 

30年３月期 －        

30年３月期（予想）   12.00 － 13.00 25.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

※平成28年10月１日を効力発生日として当社普通株式２株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成29年３

月期の１株当たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」とし

て記載しております。株式併合後の基準で換算した平成29年３月期の１株当たり年間配当金は24円となります。 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 53,300 9.4 2,000 △16.3 2,000 △2.9 1,300 △1.5 27.89 

通期 112,000 9.4 5,800 7.4 5,700 12.9 3,800 11.6 81.52 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 46,988,109 株 29年３月期 46,988,109 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 1,127,669 株 29年３月期 1,127,225 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 45,860,741 株 29年３月期１Ｑ 46,737,747 株 

（注）平成28年10月１日を効力発生日として当社普通株式２株につき１株の割合で株式併合を実施しております。

前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期中平均株式数を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ２「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日）の世界経済は、成長性をもとに金融政策

の転換機運が高まり、世界各国での政治面のリスクは懸念されるものの、欧米を中心に総じて堅調に推移しまし

た。日本経済におきましては、企業収益や雇用情勢が改善するなど緩やかな回復基調で推移しましたが、ＧＤＰや

インフレ目標には達しないレベルとなりました。日本の発泡プラスチックス業界におきましては、原燃料価格が前

年度後半から値上がりに転じた一方で、末端需要の盛り上がりに欠く状況となり、また、生産現場をはじめとした

人材確保はますます困難となっていることも含め、厳しい経営環境となりました。

 このような経営環境のなか、当社グループは平成28年度からの３カ年中期経営計画「Make Innovations 60」の

２年目を迎え、「事業ポートフォリオ変革」と「収益構造革新」を進めるべく、施策を着実に推進しております。

当第１四半期連結累計期間は、自動車、家電・ＩＴ関連を中心に工業分野が伸長したことに加え、原燃料価格の変

動に対応した適切な製品価格の改定を進めました。その結果、売上高は261億８千４百万円（前年同期比12.9％の

増加）、営業利益は９億２千７百万円（前年同期比16.1％の増加）、経常利益は、為替差損益が大幅に改善したこ

ともあり、10億１千万円（前年同期比66.1％の増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は６億５千３百万円

（前年同期比54.0％の増加）と増収増益になりました。

 

 以下、各セグメントの業績は次のとおりであります。

 

＜生活分野＞

 生活分野の売上高は153億２千５百万円（前年同期比4.7％の増加）、セグメント利益は５億９千２百万円（前年

同期比9.8％の増加）となりました。

 農水産関連の需要は天候不順の影響などもあり引き続き低調でしたが、食品容器関連は電子レンジ加熱に対応し

た耐熱容器などの需要が好調となり、建材・土木関連も民間向け物件やインフラ基盤整備の活発化など堅調に推移

しました。主力製品である「エスレンビーズ」（発泡性ポリスチレンビーズ）の売上数量は前年同期を下回り、

「エスレンシート」（発泡ポリスチレンシート）の売上数量も前年同期並みとなりましたが、売上金額は製品価格

の改定により、ともに前年同期を上回りました。

 

＜工業分野＞

 工業分野の売上高は108億５千９百万円（前年同期比26.8％の増加）、セグメント利益は６億１千８百万円（前

年同期比76.3％の増加）となりました。

 家電・ＩＴ関連では、「ピオセラン」（ポリスチレン・ポリオレフィン複合樹脂発泡体）などを用いた液晶パネ

ル搬送資材用途において、台湾や中国を中心に需要が好調となり、「テクポリマー」（有機微粒子ポリマー）も、

液晶パネルなどの光拡散用途において、顧客の需要が回復し、前年同期から売上が大幅に増加しました。自動車関

連では、「ピオセラン」などを用いた部材用途で採用部位が拡大し、乗用車からバス・トラックなどの大型車への

展開も加わって、大きく伸長しました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、1,228億７千万円（前連結会計年度末比31億９千９百万円増）

となりました。資産の部では、流動資産が商品及び製品の増加などにより５億７千７百万円増加し、固定資産が投

資有価証券の増加などにより26億２千２百万円増加しました。一方、負債の部では、流動負債が短期借入金の増加

などにより12億７千２百万円増加し、固定負債がその他負債の増加により３億６千９百万円増加しました。純資産

は、その他有価証券評価差額金の増加などにより15億５千７百万円増加して629億２千万円となり、自己資本比率

は50.6％となりました。

 当第１四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況については、営業活動によるキャッシュ・フロー

は、税金等調整前四半期純利益の増加などにより、前年同期に比べ４億２千８百万円収入が増加し、８億４千万円

の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が増加した一方で、

貸付による支出の減少などにより、前年同期に比べ２千７百万円支出が減少し、11億１千１百万円の支出となりま

した。財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入が増加したことなどにより、前年同期に比べ

10億６百万円収入が増加し、１億６千３百万円の収入となりました。この結果、現金及び現金同等物の当第１四半

期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べ８千８百万円減少し、61億７千７百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年４月28日に公表した平成30年３月期連結業績予想からの変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,271 6,183 

受取手形及び売掛金 27,072 26,755 

電子記録債権 1,956 2,096 

商品及び製品 6,601 7,439 

仕掛品 206 153 

原材料及び貯蔵品 2,782 2,554 

その他 1,905 2,192 

貸倒引当金 △89 △89 

流動資産合計 46,706 47,284 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 16,052 15,927 

機械装置及び運搬具（純額） 10,899 11,230 

土地 20,906 20,920 

その他（純額） 2,655 2,870 

有形固定資産合計 50,513 50,948 

無形固定資産    

のれん 94 89 

その他 900 956 

無形固定資産合計 995 1,046 

投資その他の資産    

投資有価証券 16,222 18,291 

退職給付に係る資産 3,768 3,868 

その他 1,518 1,486 

貸倒引当金 △55 △55 

投資その他の資産合計 21,454 23,590 

固定資産合計 72,963 75,585 

資産合計 119,670 122,870 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 14,991 15,338 

電子記録債務 7,924 7,790 

短期借入金 9,451 10,516 

未払法人税等 683 304 

賞与引当金 988 628 

役員賞与引当金 35 17 

その他 5,592 6,343 

流動負債合計 39,667 40,940 

固定負債    

長期借入金 8,973 8,758 

退職給付に係る負債 2,878 2,863 

製品補償引当金 389 330 

その他 6,398 7,056 

固定負債合計 18,639 19,009 

負債合計 58,306 59,949 

純資産の部    

株主資本    

資本金 16,533 16,533 

資本剰余金 16,544 16,544 

利益剰余金 18,351 18,455 

自己株式 △802 △803 

株主資本合計 50,627 50,730 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7,495 8,975 

土地再評価差額金 1,479 1,479 

為替換算調整勘定 187 260 

退職給付に係る調整累計額 845 746 

その他の包括利益累計額合計 10,007 11,460 

非支配株主持分 729 730 

純資産合計 61,363 62,920 

負債純資産合計 119,670 122,870 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 23,198 26,184 

売上原価 17,698 19,977 

売上総利益 5,499 6,207 

販売費及び一般管理費 4,700 5,279 

営業利益 798 927 

営業外収益    

受取利息 2 2 

受取配当金 134 143 

為替差益 － 12 

その他 29 25 

営業外収益合計 166 184 

営業外費用    

支払利息 28 36 

持分法による投資損失 1 1 

為替差損 264 － 

その他 61 62 

営業外費用合計 356 100 

経常利益 608 1,010 

特別利益    

関係会社株式売却益 － 2 

特別利益合計 － 2 

特別損失    

投資有価証券評価損 － 9 

災害損失引当金繰入額 39 － 

災害による損失 23 － 

特別損失合計 63 9 

税金等調整前四半期純利益 545 1,003 

法人税等 118 348 

四半期純利益 426 655 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 1 

親会社株主に帰属する四半期純利益 424 653 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 426 655 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △147 1,479 

為替換算調整勘定 △644 72 

退職給付に係る調整額 △92 △99 

その他の包括利益合計 △884 1,452 

四半期包括利益 △457 2,108 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △459 2,106 

非支配株主に係る四半期包括利益 1 1 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 545 1,003 

減価償却費 807 1,001 

のれん償却額 - 5 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 △0 

受取利息及び受取配当金 △137 △146 

支払利息 28 36 

持分法による投資損益（△は益） 1 1 

賞与引当金の増減額（△は減少） △487 △360 

製品補償引当金の増減額（△は減少） △55 △58 

退職給付に係る資産負債の増減額（△は減少） △75 △113 

関係会社株式売却損益（△は益） - △2 

投資有価証券評価損益（△は益） - 9 

固定資産売却損益（△は益） 12 11 

売上債権の増減額（△は増加） 1,886 217 

たな卸資産の増減額（△は増加） △167 △544 

仕入債務の増減額（△は減少） △340 185 

その他 △786 △136 

小計 1,221 1,109 

利息及び配当金の受取額 133 145 

利息の支払額 △33 △38 

損害保険金の受取額 2 0 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △912 △377 

営業活動によるキャッシュ・フロー 411 840 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △1 - 

有形固定資産の取得による支出 △897 △1,238 

有形固定資産の売却による収入 15 39 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

関係会社株式の売却による収入 - 51 

貸付けによる支出 △260 △2 

貸付金の回収による収入 7 30 

その他 △0 9 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,139 △1,111 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 648 300 

長期借入れによる収入 - 2,400 

長期借入金の返済による支出 △781 △1,916 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △628 △529 

非支配株主への配当金の支払額 △3 △0 

その他 △77 △89 

財務活動によるキャッシュ・フロー △842 163 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △223 18 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,793 △88 

現金及び現金同等物の期首残高 7,137 6,266 

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △1 - 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,342 6,177 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２）   生活分野 工業分野 計 

売上高          

外部顧客への売上高 14,635 8,562 23,198 － 23,198 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
763 300 1,063 △1,063 － 

計 15,398 8,862 24,261 △1,063 23,198 

セグメント利益 539 351 891 △282 608 

 （注）１．調整額は以下のとおりである。 

セグメント利益の調整額△282百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△284百万円、固定資産未実現利益０百万円が含まれている。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

３．各セグメントに属する主要な製品の名称

・生活分野─── エスレンビーズ、エスレンシート、エスレンウッド、インターフォーム、 

これら成形加工品、ＥＳダンマット、エスレンブロックなど 

・工業分野─── ピオセラン、ライトロン、ネオミクロレン、セルペット、テクポリマー、テクノゲル、 

ＳＴレイヤー、フォーマック、これら成形加工品など 
 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２）   生活分野 工業分野 計 

売上高          

外部顧客への売上高 15,325 10,859 26,184 － 26,184 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
854 340 1,194 △1,194 － 

計 16,179 11,199 27,379 △1,194 26,184 

セグメント利益 592 618 1,211 △200 1,010 

 （注）１．調整額は以下のとおりである。 

セグメント利益の調整額△200百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△200百万円が含まれている。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

３．各セグメントに属する主要な製品の名称

・生活分野─── エスレンビーズ、エスレンシート、エスレンウッド、インターフォーム、 

これら成形加工品、ＥＳダンマット、エスレンブロックなど 

・工業分野─── ピオセラン、ライトロン、ネオミクロレン、セルペット、テクポリマー、テクノゲル、 

フォーマック、ＳＴレイヤー、エラスティル、これら成形加工品など 
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